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丁
の
歩
み(
上)
梁
山
丁 
(
一
九
一
四
年
十
二
月
〜)
は
〃
満
洲
〃
時
代
に
多
彩
な 
文
筆
活
動
で
、
も
っ
と
も
活
躍
し
て
い
た
作
家
の
一
人
で
あ
る
。 
中
学
時
代
か
ら
文
学
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
、
以
来
、
多
く
の 
小
説
、
詩
歌
を
創
作
し
、
-
躍
〃
満
洲
〃
文
壇
の
脚
光
を
浴
び
る 
人
物
と
な
っ
た
。
東
北
の
風
土
、
人
情
、
貧
し
い
人
々
の
生
き
様
を
豪
放
な
筆
致 
で
巧
み
に
表
出
す
る
の
は
梁
山
丁
文
学
の
作
風
で
あ
る
。
梁
山
丁 
は
始
終
、
〃
現
実
を
暴
露
〃
し
、
〃
郷
土
を
描
く
〃 
こ
と
で
、
己
の 
創
作
精
神
を
貫
い
て
き
た
。
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
の
発
表
は 
〃
現
実
暴
露
”
に
よ
る
梁
山
丁
独
自
の
「
郷
土
文
学
」
を
地
位
を 
固
め
た
。
梁
山
丁
は
〃
満
洲
〃
時
代
、
北
京
の
逃
避
行
、
一
九
四
九
年
以 
後
の
共
産
党
政
権
の
中
で
波
乱
の
人
生
を
送
っ
て
き
た
。
一
九
五 
ハ
年
の
反
右
派
運
動
と
文
化
大
革
命
な
ど
の
一
連
の
政
治
運
動
に
李
青
巻
き
込
ま
れ
、
理
不
尽
な
批
判
を
受
け
続
け
、
二
十
二
年
間
も
の 
囚
人
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
文
学
活
動
も
当
然
、
長
い
歳
月 
に
わ
た
っ
て
、
中
止
さ
せ
ら
れ
た
。
だ
が
、
梁
山
丁
は
〃
満
洲
〃 
時
代
に
多
く
の
作
品
を
残
し
て
く
れ
た
。
か
れ
の
作
品
を
通
じ
て
、
 
芸
術
の
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
梁
山
丁
が
創
作
の
黄
金
時 
代
に
書
き
残
し
て
く
れ
た
数
多
く
の
も
の
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ 
っ
て
、
〃
満
洲
〃
時
代
の
種
種
相
を
よ
り
一
層
解
明
す
る
こ
と
が 
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
梁
山
丁
夫
人
の
李
素
秀
女
史
に
貴
重
な
資
料
を
提 
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
真
の
作
家
一
梁
山
丁
の 
姿
を
読
者
の
前
に
呈
す
る
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
甚
幸 
で
あ
る
。
一
九
一
四
年!
 
一
九
二
九
年 
一
歳!
 
一
五
歳
58
一
九
一
四
年
十
二
月
三
十
一
日(
旧
暦
十
一
月
十
五
日)
遼
寧
省 
開
原
県
老
城
四
根
旗
杆
胡
同
の
あ
る
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
る
。 
本
名
は
梁
夢
庚' 
ま
た
鄧
立
と
も
い
う
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
は
小
倩
、
 
梁
倩
、
菁
人
、
梁
、
阿
庚
、
山
丁
、
梁
山
丁
な
ど
が
あ
る
。 
梁
山
丁
の
本
籍
は
河
北
省
冀
州
で
あ
る
。
父
は
梁
書
礼
、
字
は 
鉄
橋
で
あ
る
。
河
北
省
冀
州
か
ら
避
難
し
て
き
た
農
民
で
、
後
に
、
 
遼
寧
省
開
原
県
老
城
に
落
ち
着
い
た
。
母
は
鄧
氏
と
い
う
。
左
官 
の
娘
で
あ
る
。
父
は
三
十
歳
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
結
婚
で
き
た 
(
母
は
娼
婦
で
あ
り
、
梁
淑
芸
と
梁
淑
琴
と
い
う
二
人
の
娘
を
連
れ
て
き 
た)
。
当
時
、
梁
家
は
家
も
土
地
も
な
く
貧
し
か
っ
た
。
父
が
日 
雇
い
工
を
し
た
り
、
新
聞
を
売
っ
た
り
、
母
が
裁
縫
を
し
た
り
し 
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
母
の
話
で
は
梁
夢
庚
が
生
ま
れ
た
時
、
寒
さ
の
た
め
凍
死
し
そ 
う
に
な
っ
た
が
、
母
の
体
温
と
姉
の
梁
淑
芸
が
借
り
て
き
た
木
炭 
で
火
を
お
こ
し
、
一
命
を
取
り
留
め
た
。
梁
夢
庚
が
中
学
に
入
っ 
た
時
、
父
が
よ
う
や
く
哈
爾
濱
近
く
に
あ
る
陶
頼
昭
と
い
う
町
で 
仕
事
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
家
は
開
原
老
城
か
ら
北 
満
の
田
舎
に
移
っ
た
。
梁
夢
庚
に
は
実
の
兄
弟
が
二
人
い
る
。
弟
の
梁
夢
庭
は
一
九
ハ 
二
年
春
に
病
死
し
た
。
妹
の
梁
淑
蘭
は
小
学
校
の
教
師
、
中
学
の 
校
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
す
で
に
定
年
退
職
し
て
い
る
。
母
は
貧
し
さ
と
過
度
な
労
働
の
た
め
に
一
九
四
四
年
に
病
死
し
た
。 
母
を
記
念
し
て
、
鄧
立
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
つ
け
た
。
父
は
解 
放
後
に
再
び
開
原
県
老
城
に
戻
り
、
一
九
六
九
年
冬
に
九
十
二
歳 
で
世
を
去
っ
た
。
梁
夢
庚
は
七
歳
の
時
か
ら
三
家
子
で
一
年
ほ
ど
私
塾
に
通
い
、
 
封
建
的
な
啓
発
教
育
を
受
け
は
じ
め
た
。
こ
の
後
、
開
原
県
立
第
四
小
学
を
卒
業
し' 
陶
頼
昭
で
中
学
を 
卒
業
し
た
。
一
九
二
九
年
に
母
の
希
望
に
従
い
、
故
郷
の
開
原
県
立
師
範
中 
学
校
(
現
在
の
老
城
四
中)
に
入
学
し
た
。
当
時
、
東
北
で
は
青
天 
白
日
旗
に
旗
頭
を
変
え
た
。
五
月
九
日
は
国
恥
記
念
日
で
あ
り
、
 
梁
山
丁
は
日
本
の
侵
略
に
対
し
て
憤
慨
し
、
新
劇
『
一
片
愛
国 
心
』
の
演
出
活
動
に
参
加
し
た
。
小
さ
い
な
が
ら
も' 
日
本
の
侵 
略
に
反
抗
す
る
志
を
え
た
。
ー
九
三
〇
年 
一
六
歳
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
梁
山
丁
は
辺
燮
清
先
生(
燕
京
大
学 
卒
業
、
黄
埔
軍
校
出
身
、
中
共
党
員)
と
出
会
っ
た
。
辺
先
生
の
指 
導
の
下
で
、
 
新
し
い
文
学
作
品
に
触
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え 
ば
、
魯
迅
の
『
吶
喊
』
、
蔣
光
慈
の
『
鴨
緑
江
上
』
、
郭
沫
若
の 
『
女
神
』
お
よ
び
茅
盾
、
丁
玲
の
小
説
な
ど
を
読
ん
だ
。
ま
た
上 
海
で
出
版
さ
れ
た
『
文
芸
新
聞
』(
左
聯
の
刊
行
物)
の
販
売
を
取
59
り
つ
い
だ
り
し
た
。
あ
る
冬
休
み
、
帰
省
の
列
車
の
中
で
、
奉
天
(
瀋
陽)
の
『
氷 
花
』
編
集
部
の
全
格
平
と
知
り
合
っ
た
。
そ
こ
で
、
『
氷
花
』
が 
東
北
大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
知
っ
た
。 
『
氷
花
』
に
啓
発
さ
れ
、
ま
た
辺
先
生
に
励
ま
さ
れ
て
、
ク
ラ
ス 
メ
ー
ト
の
佟
園
無
な
ど
と
文
芸
雑
誌
『
紅
蓼
』
を
創
刊
し
た
。
し 
か
し
、
『
紅
蓼
』
は
第
二
刊
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
学
校
側
に
停
刊 
さ
せ
ら
れ
た
。
月
に
四
回
発
行
さ
れ
る
『
開
原
日
報
』
学
生
版
の
編
集
を
手
伝 
っ
た
。
そ
こ
で
手
に
入
れ
た
二
元
の
収
入
は
、
食
費
と
宿
泊
費
に 
あ
て
た
。
こ
の
年
の
秋
、
開
原
の
田
舎
の
小
作
人
が
地
主
の
脱
穀
場
を
燃 
や
す
こ
と
を
題
材
に
し
た
『
火
光
』
と
い
う
小
説
を
書
き
、
『
氷 
花
』
編
集
部
に
送
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
か
ら
、
恩
師
の
辺
先
生
も
学
校
を
離
れ
、
華 
北
へ
旅
立
っ
た
。
し
か
し
、
先
生
と
の
連
絡
は
絶
え
な
か
っ
た
。
 
先
生
は
手
紙
の
な
か
に
、
続
け
て
学
校
に
い
け
る
よ
う
援
助
す
る 
と
書
い
て
き
た
。
ー
九
三
一
年 
一
七
歳
春
、
小
説
『
火
光
』
が
東
北
大
学
の
刊
行
物
『
現
実
月
刊
』
創 
刊
号
に
発
表
さ
れ
た
。
編
集
後
記
に
激
励
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
以
前
の
『
氷
花
』
編
集
部
の
学
生
は
、
み
な
東
北
大
学
に
合
格
し
た 
の
で
、
『
氷
花
』
を
停
刊
し
、
代
わ
り
に
『
現
実
月
刊
』
を
創
刊 
し
た
の
で
あ
る
。
丁
玲
小
説
集
『
暗
闇
の
中
で
』
を
読
ん
で
、
大
い
に
啓
発
さ
れ 
た
。夏
休
み
前
に
、
父
母
の
言
い
つ
け
で
田
舎
に
帰
っ
て
二
歳
年
上 
の
呉
栄
秀
と
結
婚
し
た
。
新
婚
三
日
目
に
、
ま
た
学
校
に
戻
っ
た
。
 
”
九
・
一
ハ
”
事
変
〔日
本
で
は
〃
満
洲
事
変"
と
称
す
る
〕
 
後
、
東
北
は
日
本
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
略 
奪
と
殺
戮
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
学
校
で
は
安
心
し
て
勉
強
で
き
な 
く
な
り
、
学
校
を
離
れ
た
。
し
か
し
戦
争
で
実
家
に
は
帰
れ
ず
、
 
同
母
異
父
の
上
の
姉
梁
淑
芸
の
家(
開
原
県
老
城
大
獅
子
溝
に
あ
る 
辺
鄙
な
小
さ
な
山
村)
に
や
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
こ
こ
で
生
活
し
た
。
戦
乱
の
た
め
、
こ
の
地 
域
で
は
常
に
〃
匪
賊
〃
に
騒
が
れ
た
。
梁
山
丁
自
身
も
〃
匪
賊
”
 
の
襲
撃
か
ら
避
難
す
る
経
験
を
し
た
。
し
だ
い
に
、
〃
匪
賊"
は 
日
本
人
と
貧
し
い
人
々
を
搾
取
す
る
大
地
主
を
や
っ
つ
け
て
、
ー
 
般
の
民
衆
に
は
あ
ま
り
被
害
を
加
え
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ 
の
経
験
は
後
の
小
説
『
緑
の
谷
』
に
素
材
を
提
供
し
た
。
こ
こ
で
散
文
『
山
溝
雑
記
』
を
書
い
て
、
『
大
同
報
』
副
刊
で 
発
表
し
た
。
60
こ
の
年
、
長
女
—
大
菊
が
誕
生
し
た
。
ー
九
三
二
年 
一
八
歳
春
節
に
大
獅
子
溝
か
ら
三
岔
河
の
両
親
の
も
と
へ
帰
り
、
妻
子 
や
兄
弟
と
団
樂
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た
。
一
週
間
後
に
義
父
が
校
長
を
し
て
い
た
三
岔
河
小
学
校
で
教
員 
と
な
っ
た
。
高
校
を
ま
だ
出
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭 
の
生
計
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
生
活
の
た
め
に
、
税
務
局
徐
検
査
長
の
家
で
家
庭
教
師
も
し
た
。
 
検
査
長
は
熱
心
さ
を
認
め
、
税
務
局
の
文
章
記
録
員
の
職
を
紹
介 
し
て
く
れ
た
。
ー
九
三
三
年 
一
九
歳
税
務
局
で
は
書
類
な
ど
を
写
し
た
り
す
る
仕
事
を
し
た
。
仕
事 
が
終
わ
っ
た
後
は
、
創
作
に
没
頭
で
き
た
。
こ
の
期
間
中
に
、
『
大
同
報
』
編
集
人
李
黙
映
と
知
り
合
い
、
 
『
大
同
報
』
の
〃
夜
哨"
と
大
連
の
『
泰
東
日
報
』
の
〃
文
芸
週 
刊"
に
原
稿
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
に
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
梁
倩
で
小
説
『
象
と
猫
』
、
『
臭
霧 
中
』
、
『
あ
る
犯
人
』
、
『
あ
な
た
に
も
良
心
が
あ
る
』
、
『
男
前
』
な 
ど
を
発
表
し
た
。
三
岔
河
郵
便
局
の
職
員
孫
蘆
生(
孫
陵)
と
知
り
合
い
、
親
し 
く
交
際
し
た
。
淪
陥
時
期
の
東
北
新
聞
の
副
刊
は
一
種
の
文
芸
現
象
と
し
て
存 
在
し
て
い
た
が
、
民
族
解
放
の
戦
い
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。 
一
九
三
二
年
、
楊
靖
宇
は
中
共
哈
爾
濱
市
委
員
会
書
記
と
し
て
、
 
金
剣
嘯
、
羅
烽
な
ど
に
進
歩
的
な
青
年
を
団
結
さ
せ
、
文
学
の
陣 
地
で
あ
る
新
聞
の
副
刊
を
占
領
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
か
れ
ら
は 
進
歩
的
な
作
家
蕭
軍
、
蕭
紅
な
ど
と
一
緒
に
偽
政
府
が
管
轄
し
て 
い
る
『
大
同
報
』
の
編
集
人
陳
華
の
人
脈
を
利
用
し
、
一
九
三
三 
年
ハ
月
六
日
に
副
刊
『
夜
哨
』
を
創
刊
し
た
。
山
丁
も
陳
華
の
紹 
介
で
蕭
軍
(
三
郎)
、
蕭
紅
(
悄
吟)
、
白
朗
(
劉
莉)
、
巴
来
(
金
剣 
嘯)
と
知
り
合
っ
た
。
冬
、
蕭
軍
の
招
き
で
、
哈
爾
濱
に
出
向
い
た
。
そ
こ
で
蕭
軍
、
 
蕭
紅
と
会
っ
た
。
二
人
は
山
丁
に
『
跋
渉
』
を
お
く
っ
た
。
さ
ら 
に
、
羅
烽
、
白
朗
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
か
ら
蕭
軍
、
蕭
紅
、
羅
烽
、
 
山
丁
の
四
人
で
意
義
の
あ
る
記
念
す
べ
き
写
真(
蕭
紅
記
念
館
に 
現
存)
を
と
っ
た
。
こ
の
哈
爾
濱
行
き
は
文
学
創
作
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な 
っ
た
。
哈
爾
濱
は
山
丁
の
文
学
の
故
郷
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
一
九
三
四
年 
二
〇
歳
石
城
税
務
局
の
係
長
に
就
任
し
た
。
白
朗
が
『
国
際
協
報
』
副
刊
を
主
宰
し
、
山
丁
に
〃
文
芸
週 
刊"
の
特
別
原
稿
提
供
人
を
務
め
て
も
ら
っ
た
。
相
継
い
で
『
九
61
日
間
の
夜
』
、
『
北
極
圏
』
、
『
銀
子
の
物
語
』
、
『
考
証
の
術
の
な
い 
ニ
ュ
ー
ス
』
、
お
よ
び
詩
『
母
と
子
』
を
発
表
し
た
。
五
月
に
蕭
軍
が
石
城
ま
で
山
丁
に
会
い
に
き
た
。
蕭
紅
と
哈
爾 
濱
を
離
れ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。
こ
の
日
の
夜
、
蕭
軍
は
山
丁 
に
二
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
。
一
、
副
刊
に
依
存
せ
ず
、
 
単
行
本
を
出
す
。
二
、
郷
土
の
現
実
を
暴
露
す
る
こ
と
か
ら
や
り 
は
じ
め
、
”
現
実
の
暴
露
〃
と
〃
現
実
の
描
写"
の
手
法
で
創
作 
活
動
を
す
る
。
蕭
軍
を
見
送
っ
て
か
ら'
『
石
城
道-
-
友
人
に
送
る
』
と
い 
う
詩
を
書
い
た
。
こ
の
詩
は
、
一
九
四
一
年
出
版
の
山
丁
詩
集 
『
季
季
草
』
を
は
じ
め
、
一
九
九
一
年
出
版
の
『
梁
山
丁
詩
選 
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
蕭
軍
、
蕭
紅
は
六
月
十
二
日
に
東
北
を
去
っ
た
。
し
ば
ら
く
し 
て
、
山
丁
は
白
朗
か
ら
羅
烽
が
逮
捕
さ
れ
た
の
で
、
関
係
書
類
や 
手
紙
を
消
却
し
、
今
後
は
金
剣
嘯
と
連
絡
す
る
よ
う
に
と
い
う
手 
紙
を
受
け
取
っ
た
。
手
紙
は
暗
号
で
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
 
こ
の
年
に
、
金
剣
嘯
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
金
人
、
小
古
、
楊
朔 
と
知
り
合
っ
た
。
ー
九
三
五
年 
二
ー
歳
春
、
再
び
哈
爾
濱
に
出
向
い
た
。
砲
隊
街
に
住
ん
で
い
る
金
剣 
嘯
と
は
じ
め
て
会
っ
た
。
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
は
古
い
友
人
の
よ
う
に
語
り
合
っ
た
。
金
剣
嘯
を
回
想
す
る
文
章
の
中 
で
、
「
こ
の
日
、
わ
れ
わ
れ
は
随
分
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
。
わ 
た
し
の
脳
裏
に
新
奇
な
彩
ら
れ
た
雲
が
漂
っ
て
い
る
。
私
の
理
想 
を
自
由
自
在
に
飛
ば
せ
て!
翼
の
つ
い
て
い
る
天
馬
の
よ
う
に
。
」 
と
記
し
て
い
る
。
金
剣
嘯
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
窺 
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
丁
の
思
想
は
ま
た
革
命
文
芸
思
想
に 
よ
っ
て
深
め
ら
れ
た
。
夏
、
吉
林
省
永
吉
市
で
税
務
講
習
所
の
学
習
に
参
加
し
た
と
き
、
 
偶
然
、
孫
陵
に
会
っ
た
。
孫
陵
は
新
京(
長
春)
で
『
大
同
報
』 
の
副
刊
—
〃
満
洲
新
文
壇
〃
を
編
集
し
て
お
り
、
山
丁
に
原
稿
の 
依
頼
を
し
た
。
小
説
『
歳
暮
の
ニ
ュ
ー
ス
』
、
『
我
慢
し
て
い
る 
人
々
』
な
ど
を
寄
稿
し
た
。
ー
九
三
六
年 
二
ニ
歳
学
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、
満
洲
大
同
学
院
の
二
部
に 
四
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
十
一
月
か
ら
一
か
月
間
、
日
本
へ
卒
業
旅
行
を
し
た
。
帰
国
後 
に
、
『
訪
日
随
想
』
と
い
う
散
文
を
学
校
の
紀
要
に
載
せ
た
。
 
箔
を
つ
け
、
高
等
教
育
を
受
け
た
の
で
、
北
満
に
あ
る
小
さ
な 
駅
か
ら
「
満
洲
国
」
の
首
都
新
京(
長
春)
に
転
職
さ
れ
た
。
長 
春
で
は
友
人
の
孫
陵
、
呉
瑛
、
呉
郎
、
李
黙
映:
：:
に
再
会
し
た
。
 
か
れ
ら
に
励
ま
さ
れ
て
、
二
年
ぶ
り
に
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
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小
古
が
長
春
に
や
っ
て
き
て
、
金
剣
嘯
が
処
刑
さ
れ
た
と
山
丁 
に
告
げ
た
。
一
九
四
〇
年
に
山
丁
は
金
剣
嘯
を
追
悼
す
る
詩
を
書 
い
た
。
ハ
月
に
李
黙
映
と
長
春
を
離
れ
る
孫
陵
を
見
送
っ
た
。
孫
陵
は 
そ
れ
か
ら
台
湾
に
行
っ
た
。
一
九
三
七
年 
二
三
歳
文
壇
で
二
年
間
沈
黙
し
た
山
丁
は
、
「
山
丁
」
と
い
う
ペ
ン 
ネ
ー
ム
で
新
し
い
作
品
を
発
表
し
、
思
わ
ぬ
論
争
を
巻
き
起
こ
し 
た
。当
時
、
日
本
と
「
満
洲
国
」
偽
政
府
は
移
植
文
学
を
主
張
し
た
。 
日
本
の
文
学
、
芸
術
を
そ
の
ま
ま
「
満
洲
国
」
に
移
植
す
る
こ
と 
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
丁
は
郷
土
文
学
を
提
唱
し
た
。
そ
れ
は
農 
民
の
生
き
様
、
真
の
生
活
を
描
き
、
現
実
を
暴
露
す
る
こ
と
で
あ 
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
事
実
上
、
移
植
文
学
へ
の
挑
戦
と
言 
え
る
。
ー
九
三
七
年
の
春
、
劉
遅
(
疑
遅)
が
『
明
明
』
と
い
う
雑
誌 
で
『
山
丁
花
』
を
発
表
し
て
か
ら
、
山
丁
は
感
想
文
『
郷
土
文
学 
と
山
丁
花
』
を
さ
っ
そ
く
寄
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
芸
文
志
派 
の
古
丁
が
大
い
に
不
満
を
漏
ら
し
、
山
丁
の
こ
と
を
「
む
や
み
に 
決
め
つ
け
る
」
と
揶
揄
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
長
時
間
に
わ
た
る 
芸
文
志
派
と
文
叢
派
の
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
山
丁
は
ま
た
も
う
ー
編
の
『
郷
土
と
郷
土
文
芸
』
を 
書
い
て
、
雑
誌
『
斯
民
』
に
載
せ
た
。
こ
の
年
の
春
、
夫
人
の
呉
栄
秀
が
二
人
の
娘
を
連
れ
て
、
長
春 
に
き
た
。
ま
も
な
く
、
長
男
の
梁
大
成
が
生
ま
れ
た
。
一
九
三
ハ
年 
二
四
歳
短
編
小
説
『
機
織
り
』
、
『
壕
』
、
『
山
風
』
を
書
い
た
。
長
春
文 
叢
派
同
人
お
よ
び
奉
天(
瀋
陽)
文
叢
派
同
人
の
王
秋
螢
、
佟
子 
松
と
文
壇
に
お
け
る
親
友
と
な
っ
た
。
か
れ
ら
は
大
型
雑
誌
『
文 
選
』
に
も
小
説
を
書
い
た
。
山
丁
の
小
説
『
狭
街
』
、
『
鎮
集
』
は 
『
文
選
』
の
創
刊
号
に
載
せ
ら
れ
た
。
益
智
書
店
の
冷
歌
に
連
絡
を
取
り
、
『
文
芸
叢
刊
』
の
単
行
本 
を
出
版
し
た
。
一
冊
目
は
呉
瑛
の
『
両
極
』
、
二
冊
目
は
山
丁
の 
短
編
小
説
選
集
『
山
風
』
で
あ
り
、
合
計
九
つ
の
短
編
が
収
録
さ 
れ
て
い
る
。
序
に
代
え
て
の
「
わ
た
し
と
文
芸
」
と
後
書
き
も
書 
い
た
。
三
冊
目
は
梅
娘
の
『
第
二
代
』
、
四
冊
目
は
秋
螢
の
『
去 
故
集
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
冊
が
出
版
さ
れ
る
と
、
文
芸
界
に
大 
き
な
反
響
を
呼
び
お
こ
し
た
。
評
論
家
の
陳
因
が
『
山
風
を
評
す 
る
』
、
孟
素
が
『
「
山
風
」
と
作
者
』
の
評
論
を
出
し
た
。
後
に
、
 
呉
瑛
の
『
両
極
』
は
『
文
選
』
賞
に
、
山
丁
の
『
山
風
』
は
『
盛 
京
日
報
』
文
芸
賞
に
当
選
し
た
。
し
か
し
、
文
芸
界
の
二
派
に
よ
る
論
争
は
一
向
に
収
束
し
な
か
63
っ
た
。
だ
が
、
文
叢
派
が
し
だ
い
に
に
優
勢
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
。
 
こ
の
時
は
も
う
す
で
に
一
九
四
〇
年
を
過
ぎ
て
い
た
。
ー
九
三
九
年 
二
五
歳
こ
の
年
の
春
、
仲
間
と
特
集
『
雪
竺
を
記
念
す
る
』
を
執
筆
し 
た
。文
学
活
動
一
筋
に
精
を
出
し
た
た
め
、
日
常
の
仕
事
に
支
障
を 
き
た
し
、
扶
余
に
あ
る
税
務
署
に
飛
ば
さ
れ
た
。
山
丁
は
こ
れ
が 
明
ら
か
に
左
遷
だ
と
意
識
し
た
。
さ
ら
に
一
年
の
う
ち
に
二
人
の 
娘
を
相
継
い
で
亡
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク
も
重
な
っ
て
、
扶
余
税
務
署 
に
赴
任
し
て
ま
も
な
く
、
辞
職
し
て
再
び
長
春
に
戻
っ
た
。
一
九
四
〇
年 
二
六
歳
春
、
若
い
詩
人
の
楊
葉
の
紹
介
で
、
満
映
の
脚
本
家
に
な
っ
た
。
 
在
職
中
、
数
多
く
の
脚
本
を
書
い
た
。
こ
の
時
期
、
『
詩
季
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
山
丁
は
『
詩
季
』
創 
刊
号
に
”
序
詩"
と
『
船
乗
り
の
歌
声
』
お
よ
び' 
長
編
詩
『
砲 
隊
街
—
墓
な
し
の
阿
金
に
捧
げ
る
』
も
発
表
し
た
。
後
書
き
に 
「
詩
は
文
芸
の
魂
」
を
書
い
た
。
こ
の
年
、
『
華
文
大
阪
毎
日
』
に
評
論
『
梅
娘
の
創
作
—
〃
小 
姐
集"
か
ら
〃
第
二
代"
ま
で
』
を
発
表
し
た
。
こ
の
年
に
、
〃
満
洲
文
芸
家
協
会"
の
会
員
に
、
翌
年
に
該
協 
会
の
委
員
に
指
名
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年 
二
七
年
山
丁
の
小
説
『
山
風
』
は
『
盛
京
日
報
』
文
芸
賞
を
獲
得
し
て 
か
ら
、
 
秋
螢
の
紹
介
に
よ
り
瀋
陽
で
袁
犀(
李
克
異)
と
知
り
合 
い
、
良
き
友
人
に
な
っ
た
。
袁
犀
が
北
平(
北
京)
に
行
く
と
き
、
梅
娘
と
柳
龍
光
夫
妻
を 
紹
介
し
た
。
『
梅
花
嶺
』
を
『
大
北
新
報
』(
後
、
山
丁
短
編
小
説
集
『
郷
愁
』 
に
収
録)
に
連
載
し
た
。
秋
、
『
近
代
世
界
詩
選
』
と
詩
集
『
季
季
草
』
を
編
集
、
出
版 
し
た
。
こ
の
年
に
、
映
画
脚
本
『
女
傑
』(
原
題
『
巾
¢0
男
児
』)
が
映
画 
化
さ
れ
た
。
監
督
は
王
則
で
、
満
映
の
作
品
で
あ
る
。
一
九
四
ー
ー
年 
二
八
歳
春
、
妻
の
呉
栄
秀
が
病
死
し
た
。
葬
式
の
た
め
に
、
三
百
元
を 
借
金
し
た
。
返
済
の
た
め
、
『
大
同
報
・
夕
刊
』
に
小
説
を
寄
稿 
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
は
こ
の
時
期
か
ら 
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
。
連
載
の
途
中
か
ら
、
日
本
人
翻
訳
家
大
内 
隆
雄
の
手
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
『
哈
爾
濱
日
日
新
聞
』
で
連
載 
さ
れ
は
じ
め
た
。
『
緑
の
谷
』
は
二
か
国
語
に
よ
る
単
行
本
が
あ 
る
。
中
国
語
版
は
長
春
文
化
社
の
出
版
、
日
本
語
版
は
瀋
陽
吐
風 
書
房
の
出
版
で
あ
る
。
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こ
の
間
、
進
歩
的
な
作
家
と
接
触
す
る
と
同
時
に
、
作
品
の
刊 
行
、
出
版
の
便
利
を
計
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
編
集
人
の
王
則
、
 
季
風
、
葉
未
行
、
呉
郎
、
呉
瑛
と
連
帯
関
係
を
保
っ
た
。
小
説
『
熊
』
を
『
満
洲
文
芸
』(
後
に
、
短
編
小
説
集
『
郷
愁
」
に 
収
録)
に
発
表
し
た
。
こ
の
年
に
、
映
画
脚
本
『
歌
姫
の
恨
』(
原
題
『
歌
女
恨
』)
が 
映
画
化
さ
れ
た
。
監
督
は
朱
文
順
で
、
満
映
の
作
品
で
あ
る
。 
一
九
四
三
年 
二
九
歳
春
、
女
流
作
家
呉
瑛
の
紹
介
で
、
左
蒂
(
羅
麦)
と
結
婚
し
た
。
 
九
月
、
『
緑
の
谷
』
が
長
春
文
化
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
内
容 
に
反
満
抗
日
の
感
情
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
摘
発
さ
れ
、
弘
報
処 
か
ら
発
行
禁
止
処
分
に
さ
れ
た
。
友
人
の
尽
力
で
、
〃
消
除
済
〃 
処
分
を
受
け
て(
問
題
と
さ
れ
る
箇
所
の
頁
を
取
り
除
か
れ
る
こ
と)
、
 
よ
う
や
く
発
行
を
許
可
さ
れ
た
。
『
緑
の
谷
』
の
出
版
、
長
詩
『
拓
荒
者
』
の
発
表
、
季
風
の
脱 
獄
な
ど
が
原
因
で
、
つ
い
に
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
、
一一 
回
に
わ
た 
っ
て
、
家
宅
捜
査
さ
れ
た
。
一
挙
手
一
投
足
を
監
視
さ 
れ
た
。
妻
の
羅
麦
と
友
人
の
助
け
で
、
九
月
三
十
日
に
長
春
を
脱 
出
し
、
北
平
に
向
か
っ
た
。
長
春
を
離
れ
る
前
に
、
短
編
小
説
集
の
原
稿
を
張
辛
実(
映
画 
監
督' 
故
人)
に
託
し
た
。
こ
の
小
説
集
『
郷
愁
』
は
〃
新
現
実
文
芸
叢
書
〃
第
二
集
と
し
て
、
長
春
興
亜
雑
誌
社
か
ら
出
版
さ
れ 
た
。
こ
の
短
編
集
は
計
十
編
あ
ま
り
を
収
録
し
て
い
る
。
「
序
」 
は
山
丁
が
一
九
四
二
年
七
月
に
書
い
た
。
北
京
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
袁
犀
に
会
い
に
行
っ
た
が' 
あ
い
に 
く
袁
犀
は
喘
息
で
入
院
中
で
あ
っ
た
。
や
む
を
え
ず
、
午
前
中
に 
北
平
の
名
所
旧
跡
を
見
物
し
た
り
、
図
書
館
で
資
料
を
閲
覧
し
た 
り
し
て
、
午
後
、
袁
犀
を
見
舞
っ
た
。
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
、
袁 
犀
の
喘
息
が
快
方
に
向
か
い
、
退
院
し
た
。
妻
の
羅
麦
も
長
春
に
居
づ
ら
く
な
り
、
長
女
を
連
れ
て
北
平
に 
た
ど
り
着
い
た
。
三
人
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
、
袁
犀
の
紹
介 
で
、
新
民
印
書
館
で
編
集
を
や
り
は
じ
め
た
。
生
活
は
何
と
か
落 
ち
着
い
た
。
ハ
月
、
長
編
詩
『
拓
荒
者
』
を
『
青
年
文
化
』
創
刊
号
に
発
表 
し
た
。
こ
の
詩
の
発
表
後
、
新
京
警
察
署(
長
春)
の
特
務
が
こ 
れ
を
整
理
分
析
し
て
秘
密
調
書
を
作
成
し
、
山
丁
の
反
満
抗
日
の 
証
拠
と
し
た
。
こ
の
秘
密
調
書
は
、
『
東
北
文
学
研
究
資
料
』
第 
六
期
(
一
九
八
九
年
十
二
月
出
版)
の
「
文
芸
、
演
劇
を
利
用
し
て 
思
想
活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
偵
察
報
告
，
二
級
」
の
中
で
、
 
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
。
山
丁
の
活
動
に
つ
い
て
の
記
録
は
克
明 
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
九
四
四
年 
三
〇
歳
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春
、
『
民
衆
報
』
の
副
刊
”
文
学
十
日"
に
中
編
小
説
『
精
神 
病
院
に
て
』(
一
時
『葦
』
と
改
題
し
た
が
、
一
九
九
一
年
に
原
題
の 
『精
神
病
院
に
て
』
に
も
ど
し
、
中
短
編
小
説
集
『
天
の
は
て
に
伸
ば
し 
た
大
地
』
に
収
録
し
た)
を
連
載
し
た
。
夏
、
袁
犀
は
保
護
の
傘
の
も
と
で
、
華
北
で
創
作
活
動
の
足
場 
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め' 
第
三
回
大
東
亜
文 
学
者
大
会
の
出
席
資
格
を
山
丁
に
譲
っ
た
。
柳
龍
光
の
協
力
の
も 
と
で
、
華
北
地
区
の
十
一
名
の
代
表
と
南
京
に
赴
い
た
。 
新
民
印
書
館
で
編
集
の
仕
事
を
す
る
以
外
、
柳
龍
光
の
要
請
で 
雑
誌
『
中
国
文
学
』
の
編
集
も
し
た
。
こ
の
雑
誌
の
総
編
集
者
は 
四
人
で
、
編
集
は
交
代
制
を
採
っ
て
い
た
。
山
丁
は
三
、
七
、
十 
一
期
を
編
集
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
詩
の
特
集
号
を
出
し
た
。
創
刊 
に
あ
た
っ
て
、
「
詩
人
に
寄
せ
て
」
を
書
い
た
。
華
北
で
は
、
詩
人
の
南
星
、
作
家
関
永
吉
、
農
民
文
学
作
家
馬 
驪
、
散
文
作
家
の
林
榕
と
知
り
合
っ
た
。
夏
、
第
三
冊
目
の
小
説
集
『
豊
年
』
が
”
新
進
作
家
集
〃
に
選 
ば
れ
、
新
民
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
南
京
の
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
を
終
え
て
、
北
平
に
戻
っ 
て
か
ら
、
北
平
国
立
芸
術
専
門
学
校
の
文
学
講
師
兼
図
書
館
主
任 
と
な
っ
た
。
西
城
か
ら
東
城
の
あ
る
四
合
院
に
引
つ
越
し
た
。
 
こ
の
年
、
散
文
『
随
筆
ニ
則
』
を
雑
誌
『
国
文
』
に
、
散
文
『
望
空
之
簡
』
を
興
亜
雑
誌
出
版
社
の
『
並
欣
集
』
に
、
小
説 
『
小
さ
な
町
ト
ー
ア
ル
ハ
に
て
』
を
『
創
作
連
叢
』
に
、
小
説 
『
北
京
』(
後
に
、
『
黒
市
』
と
改
題)
、
『
祭
献
』
、
『
両
家
親
』
な
ど 
を
短
編
小
説
集
『
豊
年
』
に
収
録
し
た
。
次
女
、
梁
大
汶
(
羅
岩)
が
生
ま
れ
た
。
一
九
四
五
年 
三
二
歳
春
、
袁
犀
と
北
平
地
下
共
産
党
の
地
下
活
動
に
参
加
し
、
海
燕 
書
店
を
創
設
し
て
党
の
連
絡
場
所
に
し
た
。
中
共
北
京
市
委
員
会 
城
工
部
の
委
託
を
受
け
た
趙
冬
日
が
や
っ
て
き
て
、
袁
犀
と
雑
誌 
社
の
設
立
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
社
名
は
〃
群
力
社
〃
と
名
づ
け 
た
。十
一
月
に
袁
犀
と
大
型
の
文
芸
雑
誌
『
糧
』
を
創
刊
し
た
。
 
十
一
月
十
二
日
、
袁
犀
、
袁
犀
の
二
人
の
弟
、
維
剛
(
瀋
楊)
、
 
維
光
(
路
毅
孚)
と
趙
冬
日
の
手
配
で
、
北
平
を
出
て
平
西
弁
事 
処
に
、
さ
ら
に
張
家
口
に
赴
い
た
。
晋
察
冀
組
織
部
の
手
配
に
よ 
っ
て
、
何
長
工
が
卒
い
る
抗
日
大
学
幹
部
大
隊
と
と
も
に
、
東
北 
解
放
区
に
入
っ
た
。
十
二
月
、
遼
西
行
署
で
遼
寧
省
委
員
会
書
記
の
陶
鋳
、
行
署
主 
任
の
朱
其
文
と
会
っ
た
。
山
丁
と
袁
犀
は
現
地
に
残
り
、
遼
西
文 
聯
設
立
に
取
り
か
か
っ
た
。
『
創
作
手
記
』
を
『
糧
』
に
、
小
説
『
書
』
を
『
中
国
文
学
・
66
上
』
に
発
表
し
た
。
ー
九
四
六
年 
三
三
歳
二
月
、
部
隊
と
鄭
家
屯
に
到
着
し
た
。
遼
原
連
合
中
学
の
校
長 
を
務
め
た
。
四
月
、
袁
犀
、
姚
周
潔
と
一
緒
に
接
収
管
理
工
作
を
お
こ
な
う 
た
め
長
春
に
赴
い
た
。
五
月
、
洗
南
ま
で
撤
退
し
、
洸
南
連
合
中
学
校
長'
"
教
聯" 
主
任
を
務
め
た
。
『
草
原
』
第
二
、
三
期
を
編
集
し
た(
第
一
期
は 
袁
犀
が
編
集
し
た)
。
山
丁
の
詩
『
中
国
の
火
炎
』
と
『
編
集
後 
記
』
は
『
草
原
』
の
第
二
期
に
載
せ
た
。
こ
の
年
、
共
産
党
組
織
に
入
党
の
申
し
入
れ
を
し
た
。
党
支
部 
の
大
会
を
通
過
し
、
上
層
部
の
党
組
織
に
書
類
を
提
出
し
た
。
し 
か
し
、
仕
事
は
頻
繁
に
移
動
す
る
た
め
、
許
可
は
停
頓
し
た
。 
長
編
小
説
『
緑
の
谷
』
が
西
満
宣
伝
部
に
審
査
さ
れ
、
「
進
歩 
的
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
が
で
た
が
、
後
の
反
右
派
闘
争
で
不
公 
正
な
批
判
を
受
け
た
。
一
九
四
七
年 
三
四
歳
春
節
の
後
、
沈
南
の
土
地
改
革
に
参
加
し
、
学
生
を
引
率
し
て 
前
方
へ
慰
安
活
動
も
し
た
。
革
命
工
作
の
必
要
に
応
じ
て
、
一
部
の
学
生
を
選
抜
し
て' 
東 
北
大
学
に
入
学
さ
せ
た
。
靳
韜
光
、
楊
春
栄
、
張
景
儀
な
ど
は
み
な
五
十
年
代
ま
た
は
七 
十
年
代
の
党
の
中
堅
幹
部
に
な
っ
た
。
久
、
省
政
府
に
戻
り
、
整
風
運
動
の
学
習
を
し
た
。
 
こ
の
年
、
梁
詠
時
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
『
勝
利
報
』
に
『
九
つ
の 
感
想
』
、
『
魯
迅
と
東
北
青
年
』
な
ど
を
発
表
し
た
。
ー
九
四
ハ
年 
三
五
歳
三
月
、
遼
西
を
離
れ
、
哈
爾
濱
に
出
向
い
た
。
東
北
局
の
手
配 
で
東
北
文
協
で
秘
書
の
仕
事
を
し
た
。
『
生
活
報
』
創
刊
後
、
山
丁
は
文
芸
編
集
を
し
な
が
ら
、
記
者 
も
兼
任
し
た
。
こ
の
間
、
仕
事
以
外
に
ま
た
鄧
立
、
馬
庸
の
ペ
ン 
ネ
ー
ム
で
『
生
活
報
』
に
『
英
雄
よ!
共
産
党
が
あ
な
た
を
育
て 
た
』
な
ど
十
数
篇
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
。
十
一
月
一
日
、
瀋
陽
が
解
放
さ
れ
、
瀋
陽
に
転
勤
し
た
。
『
生 
活
報
』
、
『
生
活
知
識
』
、
『
東
北
青
年
報
』
の
編
集
者
、
編
集
委
員. 
記
者
組
組
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
東
北
青
年
出
版
社
の
審
査
科
長 
も
担
当
し
た
。
こ
の
時
、
山
丁
に
は
三
人
の
子
供
が
い
た
。
梁
大
成
、
梁
大
汾 
(
羅
穎)
、
梁
大
汶
(
羅
岩)
で
あ
る
。
一
九
四
九
年 
三
六
歳
年
・
明
け
、
瀋
陽
に
引
つ
越
し
た
。
山
丁
は
鄧
立
、
馬
庸
、
伯
利
、
阿
庚
、
項
練
、
詠
時
、
林
西
、
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立
、
駱
成
駿
、
蘇
泉
な
ど
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
劇
の
評
論
、
書
評
、
 
散
文
、
映
画
評
論
、
雑
文
、
評
論
な
ど
ス
タ
イ
ル
の
違
う
文
章
を 
三
十
数
篇
を
『
生
活
報
』
、
『
生
活
知
識
』
に
発
表
し
た
。
六
月
十
九
日
、
『
生
活
報
』
に
『
指
導
者
と
文
豪
』
を
、
七
月 
二
十
六
日
、
『
生
活
報
』
に
『
中
国
文
学
を
研
究
し
て
い
る
ソ
連 
の
友
人
』
を
発
表
し
た
。
同
年
、
東
北
文
聯
に
吸
収
さ
れ' 
東
北
作
家
協
会
会
員
に
な
っ 
た
。
そ
の
代
表
と
し
て
瀋
陽
で
開
か
れ
た"
東
北
文
代
会"
に
出 
席
し
た
。
一
九
五
〇
年-
-
-
九
五
一
年 
三
七
歳-
-
-
三
八
歳 
四
月
、
馬
庸
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
朗
読
劇
『
中
国
の
丹
娘
—
劉
胡 
蘭
』
を
『
生
活
知
識
』
第
一
期
に
発
表
し
た
。
鄧
立
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
『
生
活
知
識
』
四
月
号
か
ら
十
二
月
号 
に
レ
ポ
ー
ト
九
篇
を
発
表
し
た
。
六
月
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
朝
鮮
を
踏
み
台 
に
し
て
、
中
国
に
侵
攻
し
て
く
る
と
い
う
危
機
に
襲
わ
れ
た
。 
十
月
、
新
中
国
を
守
る
た
め
に
、
中
国
人
民
志
願
軍
が
鴨
緑
江 
を
越
え
た
。
山
丁
は
続
け
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
鄧
立
で
筆
を
振
る
っ
た
。 
一
九
五
一
年
、
朝
鮮
慰
問
団
に
随
行
し
て
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
。 
第
七
分
団
(
東
北
地
区)
に
配
属
さ
れ
、
秘
書
兼
記
者
を
務
め
た
。
 
『
第
四
発
玉
—
運
転
手
が
歩
兵
銃
で
敵
の
飛
行
機
を
撃
墜
』
な
ど
の
よ
う
な
戦
地
レ
ポ
ー
ト
を
国
内
に
送
っ
た
。
同
年
、
朝
鮮
よ
り
帰
国
。
ー
九
五
二-
-
一
九
五
一
二
年 
三
九
歳-
-
四〇
歳 
東
北
人
民
出
版
社
文
芸
組
組
長
、
創
作
組
長
を
歴
任
し
た
。 
一
九
五
三
年
、
妻
の
羅
麦
が
北
京
の
共
青
団
に
転
属
さ
れ
た
。
 
山
丁
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
羅
麦
は
二
人
の
娘
を
連
れ
て
い 
っ
た
。
末
息
子
は
山
丁
の
側
に
残
っ
た
。
こ
の
年
に
、
焦
勇
夫
、
于
雷
、
王
海
な
ど
と
脚
本
『
沙
河
橋
岸 
の
物
語
』
を
創
作
し
、
人
民
出
版
社
か
ら
発
表
し
た
。
『
新
観
察
』 
と
『
東
北
日
報
』
の
副
刊
に
も
転
載
さ
れ
た
。
一
九
五
四-
-
-
九
五
五
年 
四
一
歳-
-
-
四
五
歳 
一
九
五
四
年
、
山
丁
は
人
と
合
作
し
て
『
営
業
員
孫
芳
芝
』
を 
書
い
て
、
東
北
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
し
た
。
春
、
東
北
人
民
出
版
社
か
ら
遼
寧
省
作
家
協
会
に
転
職
し
た
。 
編
集
室
副
主
任(
主
任
は
羅
丹)
を
務
め
、
『
文
学
月
刊
』
の
編
集
、
 
出
版
お
よ
び
対
外
連
絡
な
ど
に
従
事
し
た
。
一
九
五
五
年
、
粛
反
運
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
胡
風
と
関
わ
り
が 
あ
っ
た
た
め
、
十
ヶ
月
も
取
り
調
べ
ら
れ
た
。
以
後
、
省
の
作
家 
協
会
創
作
委
員
会
で
秘
書
を
し
た
。
一
九
五
七
年
、
反
右
派
運
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
山
丁
も
地
方
へ 
出
向
い
て
遼
寧
省
各
地
の
作
家
協
会
会
員
の
意
見
を
求
め
歩
い
た
。
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戻
っ
て
か
ら
工
作
報
告
を
整
理
し
た
。
省
政
治
協
商
会
議
の
書
面 
発
言
を
『
教
条
主
義
を
倒
せ
』
と
い
う
題
で
『
遼
寧
日
報
』
に
載 
せ
て
、
意
見
を
述
べ
た
。
何
が
何
で
も
五％
の
右
派
を
見
つ
け
だ 
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
規
定
の
た
め
に
、
山
丁
も
右
派
か
ら 
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
満
洲
時
代
の
作
家
で 
も
あ
り
、
小
説
『
緑
の
谷
』
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と 
も
あ
り
、
た
ち
ま
ち
漢
奸
罪
で
懲
役
十
年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡 
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
-
九
五
九-
-
-
九
七
九
年 
四
五
歳-
-
-
六
六
歳 
一
九
五
九
年
二
月
、
瀋
陽
第
二
監
獄(
大
北
監
獄
と
も
言
う)
に 
収
容
さ
れ
た
。
服
役
期
間
中
、
自
分
の
文
学
才
能
を
活
か
し
、
 
『
労
改
報
』
の
文
芸
面
を
編
集
し
た
。
後
に
、
収
容
所
内
の
工
場 
で
校
正
を
し
た
り
、
運
搬
工
を
し
た
り
し
た
。
三
年
間
に
わ
た
る 
自
然
災
害
は
、
当
然
な
が
ら
、
山
丁
の
健
康
を
損
な
い' 
つ
い
に 
倒
れ
た
。
一
九
六
ハ
年
に
、
十
年
間
の
刑
が
終
わ
り
、
釈
放
さ
れ
た
。
し 
か
し
、
こ
の
時
期
は
文
革
の
最
中
で
、
山
丁
は
瀋
陽
市
新
生
化
学
工
場
(
第
一
労
改
支
隊)
に
就
職
さ
せ
ら
れ
た
。
宣
伝
工
作
、
運 
搬
、
貨
物
積
み
お
ろ
し
、
炭
団
の
ふ
る
い
分
け
、
倉
庫
保
管
な
ど 
一
通
り
の
仕
事
を
し
た
。
ー
九
七
六
年
に
〃
四
人
組
〃
が
失
脚
し
、
中
国
共
産
党
は
第
十 
一
期
三
中
全
会
が
開
催
さ
れ
、
各
政
策
を
具
体
化
し
た
。
一
九
七
九
年
六
月
十
四
日
に
、
山
丁
の
申
請
に
よ
り
、
省
委
員 
会
は
「
本
人
は
元
の
務
め
先
に
戻
る
」
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
 
こ
う
し
て
、
五
つ
の
真
つ
赤
な
判
が
押
さ
れ
た
公
式
文
書
に
よ
っ 
て
、
二
十
二
年
間
の
囚
人
生
活
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
省
作
家
協 
会
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
梁
山
丁
は
す
で
に
六
十
六
の
老
人
に
な 
っ
て
い
た
。
「
下
」
で
は
、
梁
山
丁
が
名
誉
回
復
さ
れ
て
か
ら
の
生
活
と
創 
作
活
動
を
紹
介
す
る
。
そ
の
生
き
方
は
、
ま
さ
に
、
「
寵
辱
に
驚 
か
ず
、
山
翁
は
老
い
ず(
栄
辱
を
気
に
し
な
い
の
で
、
仙
人
の
よ
う
に 
不
老
不
死
で
あ
る)
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
(
大
谷
大
学
専
任
講
師)
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